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【はじめに】大宮医師会乳がん検診委員会では画像検討小委員会を中心に乳腺

疾患の画像検討会を開催してきた．しかし講演会形式での一方向的な画像供覧

には限界を感じ，クラウド上に画像データベース（OBIF；Omiya Medical 

Association Breast Imaging Forum）を構築した（図１）．これにより動画を

含めた画像閲覧が自宅でも職場であっても可能となり，新規画像の追加も容易

となった 1)．今後は OBIF を利用しながら画像検討会を開催していく予定であ

る． 

その一方，クラウドを利用することの問題点としてセキュリティ対策や個人

情報保護についての対応を要求されてもいる．この点は教育効果を求め複数の

人達に閲覧してもらうという目的とは相反する課題であるとも言える．本稿で

は OBIF における具体的対処の方法について述べる． 



【具体的対策】 

①OBIF 閲覧は登録者のみに公開（図２） 

より多くの医師や技師に OBIF を活用してもらうために Scrapbox のプロジ

ェクトは「一般公開」モードにしておく必要がある．そのため，一部で公開し

ている URL（https://scrapbox.io/OmiyaBreastImagingForum/）からは本編

に進むことができず，Gatekeeperページへ誘導することとした．ここで大宮

医師会検診業務課に登録を済ませた者のみに本編の URL を連絡する体制とし

た．本編の URL は複雑無秩序で類推不可能なものであり，Google 等の検索エ

ンジンにおいてもヒットできないものである．現時点での登録者数は約 50 名

である． 

②受診者へオプトアウトについて説明文書の公開（図３） 

 受診者にはオプトアウト式の画像提供拒否が可能である旨を記載した文書を

院内とホームページで掲出した．現時点でこのような表明を行った受診者はい

ない． 

③画像上の受診者氏名削除 

 OBIF 上の画像は全て受診者氏名部分を削除したものをアップロードした．

動画についても受診者氏名を含まない部分をキャプチャしている． 

④OBIF 内の ID 番号 



画像データベースとしては経過を追うことも重要であるため ID 番号は連結

可能匿名化することとし，ある特殊な方法で OBIF 内での ID 番号を作成し

た． 

⑤画像の copyright（図４） 

 画像の copyright として全ての静止画，動画画像にクレジットを追記した．

また，その意志表示としてホームページ上に全ての権利は大宮医師会にあるこ

と，許可のない複製，改変，転載，頒布，販売を禁じる旨を明記した． 

⑥盗難防止策 

 OBIF の内容面での対策もさることながら，単純で最も重要な対策は PC 本

体の盗難に対する対策であろう．筆者はほぼ常にノート PC を携行している

が，OBIF にアップロードする以前の基礎的データにあたる受診者の氏名，年

齢，院内 ID 番号，画像は院内の別の HD 内に保存し施錠付き保管庫に保存し

ている．常に携行する PC の紛失，奪取に遭遇したとしても個人情報を引き出

すことは不可能である． 

【考察】 

クラウドで作動する Scrapbox を利用した画像データベースは新規画像の追

加編集も容易で初学者の画像診断習熟のために優れたソフトである．特に動画

掲載も容易であり，乳房超音波検査習熟のために利用価値が高い． 



より多くの関係者に OBIF を利用していただきたいのが我々の本心である．

その一方で，公開対象を増やせば増やすほどセキュリティ対策と個人情報保護

は重要な課題となる．今後もこれらの点に注意しながら柔軟に対処していきた

い． 
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（図１）乳腺画像フォーラム（OBIF）ホームページ 

 



 

（図２）https://scrapbox.io/OmiyaBreastImagingForum/で誘導されるページ 

 

 

（図３）オプトアウトによる協力拒否が可能である旨の表明 

 

 

（図４）ホームページにおけるコピーライトの表明  


